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山崎覚太郎と漆工部の生徒

（吉田丈夫氏提供）

山
崎
覚
太
郎
の
海
外
出
張
、
在
外
研
究

工
芸
科
漆
工
部
助
教
授
山
崎
覚
太
郎
は
昭
和
十
一
年
九
月
二
日
、
商
工
省
よ

り
欧
米
各
国
に
お
け
る
工
芸
品
の
調
査
（
工
芸
品
の
輸
出
増
進
に
関
す
る
調

査
）
の
た
め
の
海
外
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
山
崎
は
明
治
三
十
二
年
六
月
二
十

六
日
に
富
山
県
に
生
ま
れ
、
同
県
立
工
芸
学
校
漆
工
科
楳
漆
部
を
経
て
大
正
八

年
本
校
漆
工
科
に
入
学
。
同
十
三
年
卒
業
し
て
翌
十
四
年
四
月
に
同
科
助
手
と

な
り
、
同
十
五
年
四
月
に
講
師
、
昭
和
三
年
一
月
に
助
教
授
と
な

っ
た
。
同

年
、
宮
内
省
依
康
の
御
大
礼
御
剣
楳
飾
製
作
助
手
、
大
蔵
省
依
嘱
の
帝
国
議
会

御
座
所
荘
飾
製
作
担
任
等
を
つ
と
め
、
同
八
年
七
月
に
は
漆
工
部
理
事
に
任
ぜ

ら
れ
た
。
同
九
年
と
十
年
に
は
商
工
省
よ
り
同
省
輸
出
工
芸
展
覧
会
の
審
査
委

員
を
嘱
託
さ
れ
て
い
る
。

山
崎
は
正
木
直
彦
ら
に
見
送
ら
れ
て
昭
和
十
一
年
九
月
十
日
に
出
発
し
た
。

滞
欧
期
限
は
翌
十
二
年
三
月
ま
で
で
あ
っ
た
が
、
引
き
続
き
文
部
省
在
外
研
究

員
と
し
て
同
年
七
月
ま
で
フ
ラ
ソ
ス
で
塗
装
術
を
研
究
し、

さ
ら
に
欧
州
各
国

主
要
都
市
を
旅
行
し
、
工
芸
界
一
般
の
趨
向
を
調
査
す
る
こ
と
が
許
可
さ
れ

た
。
そ
の
旅
行
の
た
め
の
申
請
書
に
は
旅
行
（
十
二
年
六
月
二
十
日
＼
七
月
十

二
日
）
の
予
定
地
と
し
て
ブ
ラ
ッ
セ
ル
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

、

ハ
ン
ブ
ル
グ
、

ベ
ル
リ
ン
、
ミ
ュ
ソ
ヘ
ン
、
ベ
ル
ソ
、
バ
リ
、

ロ
ン
ド
ソ
、
リ
ヨ
ン

、
マ
ル
セ

ィ
ュ

、
モ
ナ
コ
、

。ヒ
サ
、
フ
ロ
レ
ソ
ス
、

ロ
ー
マ

、
ヴ
ェ
ニ
ス

、
ミ
ラ
ノ
、
ベ

ロ
ナ
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
が
記
さ
れ
て
い
る
。
同
年
九
月
―
―
一
日
に
帰
国
し
た
。

商
工
省
貿
易
局
は
山
崎
が
海
外
か
ら
送
っ
た
報
告
書
を
線
め
て
『
海
外
工
芸

の
新
傾
向
』
（
昭
和
十
二
年
七
月
、
日
本
輸
出
工
芸
聯
合
会
）
と
し
て
発
行
し
た
。

ン
マ
ー
ク
、

る
と
、

フ
ラ
ン
ス
に
お

本
書
に
は
商
工
省
貿
易
局
長
新
倉
利
広
、
東
京
高
等
工
芸
学
校
長
安
田
禄
造
、

本
校
教
授
和
田
三
造
、
商
工
省
工
芸
指
母
所
長
国
井
喜
太
郎
ら
の
序
文
に
引
き

続
い
て
山
崎
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス

、
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
デ

オ
ラ
ン
ダ
、
ベ
ル
ギ
ー
、
イ
タ
リ
ア
、
ス
イ
ス
、

け
る
工
芸
事
情
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
日
本
漆
器
の
情
況
に

関
す
る
詳
し
い
報
告
が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
旅
行
に
つ
い
て
山
崎
は
後
年
「
海
外
工
芸
事
情
調
査
の
頃
の
思
い
出
」

（
『
デ
ザ
イ
ン
』
第
三
十
五
号
。
昭
和
三
十
七
年
八
月
）
を
書
い
て
い
る
。
そ
れ
に
よ

ま
ず
旅
行
の
目
的
に
つ
い
て
は
、
商
工
省
主
催
の
商
工
展
（
殷
展
の
後

身
）
は
エ
芸
作
家
の
芸
術
的
力
術
を
示
す
場
と
な
っ
た
が
、
帝
展
工
芸
部
付
設

以
来
商
工
展
の
存
在
慈
義
が
蔀
れ
、
折
り
か
ら
拾
頭
し
て
き
た
産
業
工
芸
品
の

輸
出
振
興
と
相
ま
っ
て
商
工
省
輸
出
工
芸
展
（
貿
易
局
所
管
）
へ
と
姿
を
変
え

た
。
審
査
に
あ
た
っ
た
の
は
も
と
の
商
工
展
関
係
者
と
産
業
工
芸
関
係
者
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
、
当
時
産
業
工
芸
の
方
面
で
は
欧
米
追
従
主
義
（
外
国
式
意
匠

を
い
か
に
し
て
日
本
の
材
料
技
法
で
作
る
か
を
主
限
と
す
る
）
が
風
廓
し
て
お

り
、
そ
れ
が
出
品
奨
励
の
方
策
と
相
ま
っ
て
、
顆
し
い
数
の
和
洋
合
作
風
作
品
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が
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
が
、
展
覧
会
を
五
、
六
度
開
い
て
も
何
の
変

化

も
な

い
。
そ
こ
で
運
営
方
法
に
関
す
る
反
省
が
生
じ
、
作
家
に
し
て
指
導
力
が
あ

り
、
外
国
工
芸
品
の
思
想
や
傾
向
を
よ
く
つ
か
ん
で
日
本
に
知
ら
せ
る
こ
と
の

で
き
る
人
を
海
外
調
査
に
派
遣
す
る

こ
と
に
な
り
、
山
崎
も
そ
の
一
人
に
選
ば

れ
た
の
だ
と
い
う
。
山
崎
の
外
に
和
田
三
造
、
高
村
豊
周
、
杉
田
禾
堂
ら
が
調

査
員
と
な
り
、
彼
ら
は
帰
国
し
て
輸
出
工
芸
品
産
地
を
回
り
、
或
い
は
展
覧
会

審
査
に
た
ず
さ
わ
り
、

マ
ン
ネ
リ
ズ
ム
打
破
を
試
み
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
容

易
な
こ
と
で
は
な
く
、
そ
の
う
ち
に
戦
争
が
始
ま
っ
て
輸
出
工
芸
ど
こ
ろ
で
は

な
く
な
り
、
昭
和
十
六
年
十
二
月
以
降
は
輸
出
の
声
も
地
を
払
っ
て

全

て
が

「
勝
っ
た
め
」
の
声
に

一
変
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

⑦

久
米
桂
一
郎
銅
像
除
幕
式

昭
和
十

一
年
七
月
二
十
七
日
、
校
庭
で
久
米
桂

一
郎
銅
像
（
胸
像
）
の
除
幕

式
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
よ
り
先
き
、
同
十
年
五
月
、
岡
田
三
郎

助
、
太
田
一
―
―

郎
、
白
瀧
幾
之
助
、
武
内
金
平
、
田
辺
孝
次
、
津
田
信
夫
、
箇
崎
謙
斎
、
西
田

正
秋
、
宮
本
純
一

、
和
田
英
作
ら
が
建
設
会
実
行
委
員
と
な
っ
て
建
設
費
を
募

集
し
、
そ
の
結
果
一―
―――

1
0
0円
余
り
集
ま
っ
た
。
そ
の
う
ち
二
五
0
0
円
を
銅

像
建
設
費
と
し
、
北
村
西
望
が
原
型
制
作
お
よ
び
台
座
設
計
を
、
川
西
松
次
郎

が
鋳
造
を
担
当
。
西
望
は
十
一
年
二
月
一
日
原
型
制
作
に
着
手
し
同
年
六
月

一

日
に
完
成
（
制
作
費
四
五

0
円
）
さ
せ
た
。

除
幕
式
は
白
瀧
幾
之
助
の
司
会
を
も
っ
て
進
め
ら
れ
、
津
田
信
夫
の
事
務
報

告
、
実
行
委
員
長
和
田
英
作
の
式
辞
、
本
校
校
長
事
務
取
扱
岡
田
一―一
郎
助
の
挨

拶
、
来
賓
式
辞
、
遺
族
謝
辞
が
あ
り
、
翌
月
本
校
へ
銅
像
が
寄
贈
さ
れ
た
。
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